
業界における職人気質的な風土が働き方改革の
時代にミスマッチと感じていた。

会社での改善意識の醸成が若い人の入職につながっていくと思う。
訓練は一度や二度で終わるのでなく、継続していく必要がある。
（次年度以降も訓練実施を継続中）

従業員の皆様

・所在地 ：和歌山市松江北7丁目10番28号
・従業員数 ：１９名
・事業内容 ：総合設備業

近畿電設工業株式会社 様

代表取締役 吉川様

生産性向上支援訓練 活用事例集（和歌山版）

ポイント
・団体から会員企業に対し、人材育成の課題に関するアンケートを
実施した上で、課題に対応したコースを選定

・階層別（幹部、若手）に訓練を実施（上記は若手社員向けコース）

「７つのムダ」に関心を持てた。
作業効率を下げている要因を解消していきたい。

受講者

事業主

抱えていた課題

＜＜「生産性向上支援訓練」受講＞＞

利 用 者 の 声

人材育成という視点での意識が薄い。

受講した訓練：業務効率向上のための時間管理、外１コース

※所属団体（和歌山電業協会）のオーダーコースを受講

・実施機関：パナソニックエコソリューションズ創研株式会社
・受講料 ：9,720円（＠3,240円×3名 税込）
・実施時期：平成30年7月
・受講者数：３名


